
 

 

 

 

 

 

 

 「家庭教育学級を計画してもなかなか人が集まらない…」「仕事が終わった夜は参加しやすいが、子ど

もを置いて来られない…」等、家庭教育学級で人を集めるときに困ることの一つに参加者数があります。

そこで、親子で楽しめる体験活動参加型の学級があります。子どもと一緒に参加でき、家に帰ってから同

じ話題で会話が弾みます。子どもの友だちの保護者の方とも交流ができます。 

 多治見市立笠原小学校で開催された親子一緒の体験活動参加型家庭教育学級を紹介します。 

 

 

 
日 時 令和元年９月２５日（水） 

１８：３０～１９：２０ １９：３０～２０：２０ 

      参加者 笠原小学校親子８１名 

      講 師 笠原小学校 ALT Julius Igbinedion 

親子で一緒に英会話を学ぶことで親子の絆が深まる家庭教育学級 
 笠原小学校では、「子どもが将来一人で世界を旅行した時、英語に困らないようになってほしい」「英語

の環境を地域でも作っていきたい」という願いから、英語教育がスタートして２０年程になりました。当

日は、オール英語でしたが、子ども達は普通に理解して反応し会話していました。さすが英語教育の笠原

小学校でした。英会話を学ぶ家庭教育学級は年３回開催されています。学校で行っている英語の授業を親

も体験することで、親子で共通の話題ができ、親子の絆が深まっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内 容      

・ジュリオス先生から、ハロウィンの説明 

・bat，ghost，witch，cat，Jack-o-lantern， 

scarecrow，monster，mummy，zombie， 

vampire 等のハロウィンに関係がある物の名前を 

英語で練習 

・ハッピーハロウィンの歌を親子で歌って踊って。 

・英語で会話をしてハロウィンカードをもらう活動。 

・英語でジャンケンゲーム 
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ジュリオス先生によるハロウィンパーティーの英会話 

【このよさを学びたい！】 

・参加希望者が多く、急遽、２部に分かれての開催

となるほど人気で、親子で参加したいと思える楽

しい内容だったこと。 

・受付は役員の方のお子さんが英語で応対して、飲

み物とお菓子を配り、親子で一緒に運営する温か

い学級だったこと。 

・親子で、歌う、踊る、会話する、ゲームをすると、

活動が盛りだくさんで、笑顔がいっぱいの活動だ

ったこと。 

 

英語でカードゲーム とても明るいジュリオス先生 



 

取組期間 令和元年９月４日（水）～１２日（木） 

      参 加 者 中津川幼稚園全親 

 

取り組むことは一つ！キャンペーンでやる気いっぱい！在宅取組型家庭教育学級 

 中津川幼稚園では、１年間を通して、９回の「キャンペーン計画」に取り組んでいます。４月 

にキャンペーンの内容と取組期間が書いてある取組カードを配り、キャンペーン期間に親子で頑 

張り、できたらシールを貼ります。期間が終わると保護者が感想を書いて園に提出します。今回 

は、「もうすぐ運動会だ！朝みそしるを飲もう！キャンペーン」について紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
みそしるキャンペーン取組内容      

・保護者へ、キャンペーンのお知らせで、味噌汁のすごさを伝える。 

・脱マンネリ化 ワンランクアップの味噌汁レシピの紹介 

  かき揚げみたい桜海老の味噌汁 出汁をギュッと吸った高野豆腐の 

味噌汁 シャキシャキ食感がおいしいレタスとアサリの味噌汁 

・味噌汁を飲んだら、取組カードにシールを貼る。 

・取組期間が終わったら、感想を書いて提出する。 

 

保護者の感想      

・パン食が多い我が家でしたが、パンよりもエネルギーが出るのを実 

 感しました。今後はお味噌汁+ご飯の回数を増やします。 

（５歳児保護者） 

・本当に張り切ってやってくれました。味噌汁を飲むと運動会を頑張 

 れると言って飲めました。味噌汁マンネリ化するので、レシピあり 

がたかったです。（４歳児保護者） 

・運動会の練習のために、張り切って飲んでくれました。味噌汁を飲 

 む理由もちゃんと理解していてビックリしました。（３歳児保護者） 
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キャンペーン計画取組カード 

【このよさを学びたい！】 

・１年間のキャンペーン計画のテーマと取組期間が年度初め

に決まっているので、見通しをもって親子で取り組むこと

ができること。 

・取組の目的と理由と方法がはっきりしていて、目指すこと

が一つなので、子どもも親も、理解して取り組むことがで

きること。 

中津川幼稚園 キャンペーン計画 
 

子ども達の園での活力のもとは、家庭での生活環境です   小学校での学力へとつながります 
 

５月 「おはよう」あいさつキャンペーン 

６月 もうすぐ合宿だ！パンツで寝よう！キャンペーン 

   朝ウンチをしよう！キャンペーン 

７月 夏休み親子ふれあい遊びキャンペーン 

９月 もうすぐ運動会だ！朝みそしるを飲もう！キャンペーン 

１０月 絵本マラソン・読み聞かせキャンペーン 

１１月 絵本マラソン・読み聞かせキャンペーン 

１２月 寝たらサンタがやってくる！８時に寝ようキャンペーン 

 １月 親子で言葉遊びをしようキャンペーン 
 ２月 大きくなろうキャンペーン 
 
 
 

味噌汁ってすごい！！ 
味噌汁は医者殺し 
五割の金を借りてでも味噌を作れ 
医者に金払うよりも味噌屋に払え 
味噌汁は不老長寿の薬 
味噌汁は朝の毒消し 
着物を質に入れても味噌を煮ろ 
味噌汁一杯三里の力 

江戸時代のことわざです 
（保護者宛の通信より） 



 

日 時 令和元年１０月２日（水）１３：００～１３：５０ 

      場 所 中津川市立神坂小学校 

参加者 神坂幼小中の保護者２１名 

講 師 中津川市立図書館ボランティアコーディネーター 吉村 あづさ 氏 

 

校区の幼小中の保護者が、一緒に家庭教育について学び合う家庭教育学級 

 神坂地区では、幼稚園、小学校、中学校の母親委員会で、合同の家庭教育学級を開催しています。毎年、

この時期に「子育てサロンの会」を開催し、子ども達の幼小中１２年間の様子を交流しています。今年度

は、中津川市立図書館から吉村コーディネーターに来ていただき、「親のための読み聞かせ講座」を行い

ました。図書館から会議室の前面がいっぱいになるほどの絵本を持ってきていただき、読み聞かせの実演

を交えながら、読み聞かせのコツを学びました。 
 
内容 「不特定多数の人に公共の場所で読み聞かせをする」ために 

・読み聞かせ「せきとりしりとり」 

・そもそも「読み聞かせ」はなんのためにあるのでしょう？ 

  「わくわくどきどき」の瞬間 

  「絵本そのもの」を伝える 

  「本」との出会いをつくる 

・ちょっとしたコツをつかむと読み聞かせ名人に！ 

  本の準備（対象年齢・時間） 

   数日前から必ず下読みを 

  身体の準備（声・立つ・座る・本の持ち方） 

   一番大切なのは笑顔 

・対象年齢に合った本の選び方 

  乳幼児・小学校低学年・小学校高学年・中高生・高齢者 等 

・やってみよう、読み聞かせ 

・読み聞かせのついての質問について 

  読んでいる途中質問攻めに！→目を合わせ読み進める 

  どんな本を選んだらいいの？→子ども達が楽しめるもの 

文字が読めるようになってからも読み聞かせは効果があるの？ 

→幸せな時間の共有という効果 等 

・読み聞かせ「どんなかんじかな」「たべもんどう」「うんこ」 

      「あなたのことが大好き」 
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グループに分かれ、お茶とお菓子で和やかに 

【このよさを学びたい！】 

・「読み聞かせの時は、椅子を横にして背もたれに肘を乗せて本を持つと

いいです」「鏡の前で練習すると子どもからどう見えているか分かりま

す」等、吉村さんの読み聞かせの経験から、具体的なコツをたくさん

教えていただき、すぐに役立つ講座だったこと。 

・午後からの授業参観の、前の時間を使って子育てサロンを開催し、 

 参加しやすい日程だったこと。 

・神坂校区の幼小中が、合同で家庭教育学級を開催していて、地域の保

護者のつながりができること。 

「せきとりしりとり」の読み聞かせ 

平林副委員長からお礼の挨拶 

「みんなで子育てⅡ」家庭教育プログラム（乳幼児編）に読み聞かせの資料があります 

岐阜県：家庭教育プログラム     「みんなで子育てⅡ」家庭教育プログラム（乳幼児編）    検索 

 



 

日 時  令和元年１０月３日（木）１３：００～１３：３０ 

         場 所  中津川商工会議所 

参加者  中津川ロータリークラブ会員３０名 

講 師  家庭教育推進専門職 奥村 多美子 
 

地元に愛着を持つ子どもを育てるために地域や職場ができる支援を学ぶ企業内家庭教育研修 

 中津川ロータリークラブで、企業内家庭教育研修が開催されました。中津川ロータリークラブでは、中

津川市の発展のために、地域貢献として「若者の地元定着・移住促進の強化」を支援しています。「地元

が好き」「地元で働きたい」と子ども達が思うためには、子どもが温かい家庭で育ち、温かい地域の中で、

地元の良さを感じて大人になることが大切です。温かい家庭は温かい職場が支えています。研修では、地

元に愛着を持つ子どもを育てるために地域や職場ができる支援について学びました。 
 
内容  

・子ども達が大人になった社会 AI 自動化 グローバル化 情報化 

・これからの中津川市 2045 年には人口が約 21.5％減少と推測 

・岐阜県家庭教育支援条例について 家庭教育を地域全体で応援 

・親だからできること  

「あなたがうちの子に生まれてくれて幸せ」と伝えることは、親 

にしかできない。 

・企業だからできること 

  温かい家庭は温かい職場が支えている。 

従業員が、家庭・地域で教育に参加できるよう配慮していくこと。 

 
参加者の感想 

・家庭教育と会社・職場をテーマとした研修は初めてです。 

・職場内では考える必要はあるもののしっかりと取り組めていない 

テーマ内容であり、大変興味深いものでした。 

・子育て中の自分に、とても内容が合致していた。家族をイメージ 

しながら話を聞くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【このよさを学びたい！】 

・家庭教育の大切さの講話を通し

て、地元に愛着を持つ子どもは、

温かい家庭の中で育ち、温かい家

庭は温かい職場が支えているこ

とについて、理解を深めることが

できたこと。 

・家庭教育力の向上と地域社会全体

での子育ての推進という企業内

家庭教育研修の目的について理

解を深めることができたこと。 
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「みんなで子育てⅢ」家庭教育プログラム（小・中学校編） 「働くこと」 から 

 


